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後期高齢者医療保険のお知らせ
後期高齢者医療被保険証などの更新について
　保険証は 8月に一斉更新されます。7月中旬に新しい保険証をお送りしますので、記載内容をご確
認ください。また、令和元年 8月～ 2年 6月に限度額適用・標準負担額減額認定証の交付を受けた人
で、本年度も引き続き世帯全員が住民税非課税の人に、8月から使用できる減額認定証をお送りしま
す。
	
健康診査について
　後期高齢者医療保険の加入者は、無料で健康診査が受けられます。対象者には 6月下旬に問診票な
どが入った封筒を送りますので、保険証と問診票を持って期間内に各医療機関で受診してください。健
康管理のため、年 1回は健診を受けましょう。

　期　間／ 7月～令和 3年１月末まで
　場　所／綾立元診療所、たまきクリニック、結い診療所
　対象者／後期高齢者医療被保険者
　　　　　ただし、次の人は今年度の健診は対象外
　　　　　・今年度後期高齢者医療制度に加入した人で、
　　　　　　すでに特定健診を受けた人
　　　　　・6カ月以上入院している人
　　　　　　および特定の施設に入所している人
　　　　　・要介護 4または 5の認定を受けている人
　　　　　　（本人が受診を希望する場合は受診可能）

歯科健診（いきいき歯つらつ健診）について
　76歳と 81歳を対象に、毎年 7～ 12月の期間に無料で行っていた歯科健診（いきいき歯つらつ健
診）は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、今年は中止します。ご了承ください。

保険料について
　後期高齢者医療保険の保険料を年金から差し引きしている人は、4月の年金から納付されています。
保険料の年額は、7月下旬以降にお知らせします。
　納付書や口座振替で納付する場合は、7月からの納付になります。保険料の年額は、7月上旬以降
にお知らせします。
　なお、年金から差し引きで保険料が納付されていた人でも、次の理由により年金からの差し引きが
継続できない場合がありますので、ご注意ください。

　・・　市町村をまたぐ住所異動をした人
　・・　保険料の減額決定により還付を受けた人
　　　（昨年 10月以降、年金から保険料の差し引きがなかった人）
　・・　介護保険料と後期高齢者医療保険料との合算額が年金受給額の 1/2 を超える人

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４
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国民健康保険に加入している皆さんへ

国民健康保険税の減免について

国民健康保険被保険者証（以下、保険証という）について
　保険証の有効期限は、一部の人を除き令和 2年 7月 31日です。新しい保険証（令和３年 7月 31
日まで有効）を、７月中に送付しますので、記載内容をご確認ください。なお、社会保険に加入して
いる場合は、役場で国民健康保険の脱退手続きが必要です。

限度額適用認定証について
　高額な医療費がかかる場合に使用する限度額適用認定証の有効期限も、7月 31日です。本年 6月
までに申請した人には 7月中に申請書を送付しますので、引き続き必要な場合は、保険証と印鑑を持
参のうえ、役場で更新の手続きをお願いします。
　なお、限度額認定証の申請が必要な人は 70歳未満の人および 70歳以上で住民税非課税世帯の人
です。70歳以上で住民税課税世帯の人は、保険証のみで限度額が分かるようになっていますので、申
請は不要です。
　また、入院だけでなく、外来（通院）についても限度額制度が適用されます。病院を受診する際は、
事前に限度額認定証の申請をしておくと病院での窓口支払いが限度額までで済みます。ぜひご活用く
ださい。

新型コロナウイルス感染症にかかわる傷病手当金
　国民健康保険の被保険者のうち事業主から給与などを支払われている人が、新型コロナウイルス感
染症に感染または感染の疑いがある場合に休みやすい環境をつくり、感染拡大を防止するために、次
のすべてに該当する人を対象に傷病手当金を支給します。役場への申請が必要ですので、詳しくはお
問い合わせください。

　①国民健康保険の被保険者で、給与などの支払いを受けていること
　②新型コロナウイルス感染症に感染または感染の疑いがあって勤務できないことにより、給与など　
　　の全部または一部の支払いを受けられない情況であること
　③労務に服すことができない日が令和 2年 9月 30日（水）までの間に連続 4日間以上（最長 1年
　　6カ月まで）あること

■問い合わせ先／福祉保健課　☎７７－１１１４

　新型コロナウイルス感染症の影響により次の要件を満たす場合は、国民健康保険税が減免されます。
申請にあたっては、収入を証明する書類が必要となります。詳しくはお問い合わせください。

　①主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った世帯の人／保険税を全額免除
　②主たる生計維持者の収入減少が見込まれる世帯の人／保険税の一部を減額（※）
　　※保険税が一部減額される具体的な要件
　　　・　　　・　事業収入や給与収入など、収入の種類ごとに見た収入のいずれかが、前年に比べて 10分
　　　　　の 3以上減少する見込みであること
　　　・　　　・　前年の所得の合計額が 1,000 万円以下であること
　　　・　　　・　収入減少が見込まれる種類の所得以外の前年の所得の合計額が 400万円以下であること

■問い合わせ先／総務税政課町税係　☎７７－１１１３
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家屋を新築・増築した場合
　家屋評価を行う必要がありますので、総務税政課町税係にご連絡ください。家屋評価を行っていな
い家屋については、証明書などを発行することができないだけでなく、未評価家屋と判明次第、固定
資産税がさかのぼって課税されることになります。

家屋を取り壊した場合
　固定資産税は、毎年 1月 1日現在の所有者に課税されます。しかし、家屋滅失の手続きがされて
いない場合、実際に家屋を取り壊していても確認が取れず、翌年も課税されることになりかねません。
そのため床面積の大小にかかわらず、取り壊しがあれば速やかに家屋滅失の手続きをしてください。

　●家屋の登記がある場合
法務局で「滅失登記」の手続きをする必要があります。法務局で家屋滅
失の届け出をした場合、役場で再度手続きをする必要はありません。

　●家屋の登記がない場合
役場に「家屋滅失届」を提出してください。申請書は役場に置いてあり
ます。家屋滅失の手続き後、担当職員が現地確認を行います。

■問い合わせ先／総務税政課町税係　☎７７－１１１３

　防衛省・自衛隊では自衛官を募集しています。それぞれの業務内容や受験案内などの詳細は防衛省
のホームページをご覧ください。

■問い合わせ先／自衛隊宮崎地方協力本部　☎５３－２６４３

自衛官募集コールセンター フリーダイヤル（０１２０）０６３７９２

家屋を新築・取り壊したときには必ず届け出を！　

自衛官を募集します

募集区分 募集人数 募集期間

防衛医科大学校
看護学科学生 約  75 人 7 月 1 日（水）～ 10 月 1 日（木）
医 学 科 学 生 約  85 人 7 月 1 日（水）～ 10 月 7 日（水）

防衛大学校学生
推　　薦 約 130 人

9 月 5 日（土）～ 11 日（金）
総合選抜 約  50 人
一　　般 約 300 人 7 月 1 日（水）～ 10 月 22 日（木）

航空学生
海／約　   70 人

7 月 1 日（水）～ 9 月 10 日（木）
空／約　   70 人

一般曹候補生
陸／約 3,730 人
海／約 1,150 人
空／約    900 人

自衛官候補生（男子）
陸／約 3,610 人

通　年

海／約    680 人
空／約 1,890 人

自衛官候補生（女子）
陸／約    980 人
海／約    170 人
海／約    180 人

陸上自衛隊
高等工科学校生徒

推薦 約  70 人 11 月 1 日（日）～ 30 日（月）
一般 約 280 人 11 月 1 日（日）～令和 3 年 1 月 6 日（水）
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税のひろば 町税係　☎77-1113

　国民健康保険は、経済的な心配をせずに安心して医療を受けられるように皆で助け合う制度です。国
民健康保険税は、病院にかかったときの医療費や出産時の一時金など、加入者のために支払われる費
用の財源として大切なものです。国民健康保険を安心して利用できるよう、保険税は必ず納期限内に
納めてください。

令和２年度　国民健康保険税の税率
　令和元年度は、特定健診や介護予防事業を推進しましたが、一
人あたりの医療費は平成 30年度と比べ 14.7％上昇しました。
　このような中、皆さんの保険税の負担を軽減するために
2,500 万円を基金から繰り入れ、保険税の大幅な上昇を抑制し
ています。ご自身の健康づくりのためにも、積極的に健診の受
診をお願いします。

国民健康保険税は世帯主に納税義務があります
　保険税を納める義務は世帯主にあります。世帯主が国保以外の健康保険（後期高齢者医療保険、社
会保険、共済組合など）に加入していても、世帯の中に１人でも国民健康保険の加入者がいれば、納
税通知書は世帯主に送られます。

皆で支え合う国保

区　分 医療保険分 支援金分 介護保険分 備　　　　考

所得割額 7.43　% 2.99　% 1.92　% 加入者の令和元年中の所得に応じて計算され
ます

資産割額 14.75　% 5.94　% 5.63　% 加入者の令和２年度の固定資産税額に応じて
計算されます

均等割額 23,800円 9,000円 9,800円 世帯の加入人数（被保険者数）に応じて計算さ
れます

平等割額 19,900円 7,600円 5,800円 １世帯ごとに計算されます

課税限度額 630,000円 190,000円 170,000円 年間保険税額の最高は99万円

※医療保険分／すべての国保加入者が対象
※支援金分 (後期高齢者支援分 )／すべての国保加入者が対象
　後期高齢者 (75歳以上 )医療制度の財源として、0～ 74歳までの世帯が負担します。
　納められた後期高齢者支援金は、後期高齢者医療制度の費用負担の4割分にあてられます。
※介護保険分／40～ 64歳までの国保加入者が対象

【保険税比較モデルケース】　
①　世帯構成　　4人家族（父　40代農業、母　40代パート、子　中学生　子　小学生）
②　世帯所得　　200万円　（所得／総収入から経費を差し引いた額）　
③　持　　家　　固定資産税額　8万円　　の場合

令和元年　国民健康保険税額／344,900円
令和２年　国民健康保険税額／374,200円
　　　　　　　　　　　　　　世帯構成や所得などが同じ状況であれば、前年度比29,300円上がる算定
　　　　　　　　　　　　　　（モデルケースで算出した保険税額はあくまで参考です）
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税のひろば 町税係　☎77-1113

国民健康保険税の納期

国民健康保険税の軽減制度

・・　低所得者に対する軽減制度
低所得者の国民健康保険税の負担を軽くする制度があります。基準に該当する世帯は、国民健康保
険税のうち均等割と平等割が軽減されます。

・・　5割軽減、2割軽減世帯の軽減範囲が拡大
5 割軽減世帯／世帯の総所得が 33万円に世帯主を含めた被保険者１人につき 28万 5千円（これま

では 28万円）を加算した金額を超えない世帯
2割軽減世帯／世帯の総所得が 33万円に被保険者１人につき 52万円（これまでは 51万円）を加

算した金額を超えない世帯
※7割、5割および 2割軽減の該当世帯は自動的に軽減されます

　該当世帯は、納税通知書の課税明細書、軽減額などの区分の欄に表記されています

・・　平等割で賦課される国民健康保険税の軽減
世帯員が、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行することによって単身世帯になる場合に
は、5年間医療分と支援金にかかる平等割が半額に、さらに 3年間医療分と支援金にかかる平等
割が 4分の 3の負担になり、最長 8年間の軽減になります。

・・　75歳以上の人が、国保以外の健康保険から後期高齢者医療制度に移行することにより、その被　
扶養者 (65～ 74歳 ) が国保に加入する場合
申請すると資格取得後、2年間保険税が減免されます。該当世帯には、役場から申請書を送りま
すので必ず提出してください。

　税金などの納付は、安心・安全で納め忘れがない口座振替
が便利です。
　スマホ納税「PayB（ペイビー）」と組み合わせるとさらに
便利です。
　詳しくは右のQRコードを読み取ってください。
　また、PayPay（スマートフォンで支払いができる決済・送
金サービス）　でも納付ができます。

便利です！　スマートフォンでの納税

宮崎銀行を
ご利用の場合

ゆうちょ銀行を
ご利用の場合

▽普通徴収 (納付書や口座振替 )

第1期
(6月)

第2期
(7月)

第3期
(8月)

第4期
(9月)

第5期
（10月）

第6期
(11月)

第7期
(12月)

第8期
(1月)

第9期
(2月)

第10期
(3月)

▽特別徴収 (年金から天引き )

第1期
(4月)

第2期
(6月)

第3期
(8月)

第4期
(10月)

第5期
(12月)

第6期
(2月)

※第1～第 3期までは、前年度の国保税額を基にした暫定 (仮 ) 徴収です。

10広報あや



健康センター ☎77-0195

無医地区巡回診療
広沢地区
　7月10日（金）正午～午後0時45分
倉輪地区
　7月10日（金）午後1時～1時45分

　感染を予防するため、マスクの着用やこまめな手

洗い、せきエチケットに努めましょう。また、換気

の悪い密閉空間・多くの人が集まる密集場所・間近

で対話をする密接場面の 3つがそろうところは、集

団感染が起こる可能性が高くなるので避けましょう。

　次のような症状がある場合は、新型コロナウイル
ス感染症健康相談センター（☎ 78-5670）にご相
談ください。土・日・祝日を含む 24 時間体制で相

談に応じます。聴覚障がいがある人はFAX44-2616

へご相談ください。

相談の目安
・・　比較的軽い風邪の症状が続くとき

・・　息苦しさや強いだるさ、高熱などの症状のいず

　　れかがあるとき

※高齢者や持病があるなどの重症化リスクがある人、

妊娠中の人は異変を感じたらすぐに相談を

　次の対象者に健診費用を助成します。希望者はか

かりつけの歯科医にご相談ください。町内の医療機

関でも受けられます。受診の際は緑色の受診券と保

険証をご持参ください。受診券を扮失した場合は健

康センターで再発行します。

■対象／30歳（H	2.4.1 ～	3.3.31 生まれ）

　　　　35歳（S60.4.1 ～ 61.3.31 生まれ）

　　　　40歳（S55.4.1 ～ 56.3.31 生まれ）

　　　　45歳（S50.4.1 ～ 51.3.31 生まれ）

　　　　50歳（S45.4.1 ～ 46.3.31 生まれ）

　　　　55歳（S40.4.1 ～ 41.3.31 生まれ）

　　　　60歳（S35.4.1 ～ 36.3.31 生まれ）

　　　　65歳（S30.4.1 ～ 31.3.31 生まれ）

　　　　70歳（S25.4.1 ～ 26.3.31 生まれ）

■期間／令和 3年 3月 31 日（水）まで

■費用／自己負担 500 円

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■日時／ 7月 2日（木）午後 1時 15 分～

■対象／乳児と母親

　※おっぱい相談の希望者はタオル持参のこと

離乳食教室②（5 ～ 11 カ月児）
■日時／ 7月 16 日（木）午後 1時～

おっぱい相談
■日時／ 7月 16 日（木）午後 1時 30 分～

　※希望者はタオル持参のこと

　申し込みをした人には事前に受診票を送付します。

成人健診・特定健康診査
　大腸がん・骨粗鬆症・前立腺がん・胃がん健診（バ

リウム検査・ABC検査）もあわせて行います。

■日程／ 7月 21 日（火）、22日（水）

■対象／ 40～ 74 歳の国民健康保険加入者

フレッシュ健康診査	
■日程／ 7月 21 日（火）、22日（水）

■対象／町内在住の 20～ 39 歳

肺がん検診
■日程／ 7月 6日（月）、7日（火）、8日（水）

■対象／町内在住の 40歳以上

　各自治公民館で午前 9時 30 分から行います。多

くのご参加をお待ちしています。

妊婦・乳児の健診・相談

今月の健診

お達者クラブ

新型コロナウイルス感染症の相談　

歯科健診

実 施 日 地　区 実 施 日 地　区
1日（水） 四枝 15日（水） 揚町
2日（木） 上畑 16日（木） 麓
3日（金） 古屋 17日（金） 東中坪
7日（火） 中堂 20日（月） 宮谷
9日（木） 倉輪 21日（火） 二反野
10日（金） 北麓 22日（水） 西中坪
13日（月） 立町 28日（火） 宮原
14日（火） 南麓 31日（金） 昭和

■問い合わせ先／社会福祉協議会　☎ 77-3099
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子育て支援センター ☎77-1154

  1 日（水）　わくわく広場　
■時間／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／七夕飾り作り

みんなで七夕飾りを作りましょう。短冊に願いを

込めて。材料は、センターで準備します。

  8 日（水）　親子教室「コアラ」
■時間／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／わらべ歌・赤ちゃんマッサージ

講師を招いて行います。心地よいわらべ歌に大人

も癒やされますよ。バスタオル、水筒をお持ちく

ださい。0～ 1歳半が対象です。事前の申し込み

をお願いします。

15 日（水）　ゆったり子育て教室
■時間／午前 9時 30 分～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／プール開き

水遊びが楽しい季節になりました。プールやシャ

ボン玉で遊びましょう。水着、タオル、着替え、水

筒などをお持ちください。

22 日（水）　誕生会
■時間／午前 10時～ 11 時 30 分

■場所／子育て支援センター

■内容／ 7月生まれのお友達の誕生会

対象者にはハガキでお知らせしています。ハガキ

が届かないときはご連絡ください。

　「子どもが急に発熱し

てしまったけれど、仕事

を休めない」。そんなと

きは、病児・病後児保育

施設「あやっ子ケアルー

ム」をご利用ください。

　生後 6 カ月～小学 6

年生までお預かりしま

す。保育士と看護師が症

状を見ながら保育するので安心です。保育所や小学

校に通っているお子さんはもちろん、在宅育児のお

子さんや町外在住のお子さんも利用できます。利用

には事前の登録が必要です。料金や利用方法など詳

しくはお問い合わせください。

■問い合わせ先／あやっ子ケアルーム　☎ 77-3733

7月の行事

あやっ子ケアルームをご利用ください！

お誕生おめでとう
5月1日～31日に受付のあったお子さんです

廣嶋 律季 ちゃん ［男］ R2.4.27 生
（ひろしま りつき） 保護者：圭太さん ［神下］

井上 穂南 ちゃん ［女］ Ｒ 2.4.30 生
（いのうえ すいな） 保護者：拓眞さん ［宮谷］

岡林 龍馬 ちゃん ［男］ Ｒ 2.5.6 生
（おかばやし りょうま） 保護者：功起さん ［神下］

夏の皮ふ疾患　とびひ夏の皮ふ疾患　とびひ
原因／虫刺されや湿疹をか

きむしったあとに黄
色ブドウ球菌が感染
して起こります。

症状／皮ふに水ぶくれがで
き、破けて赤くむけ
たような状態になり
ます。

対応／主な治療は抗生物質の使用です。患部を
ガーゼで覆ったり、清潔に保つことを心が
けましょう。

今月のPHOTO

親子教室「コアラ」　戸外遊び
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綾てるは図書館 ☎77-0180

図書館テント
　館内にキャンプ

用のテントを設置

します。周囲の視線

を気にすることな

く、寝転んで本を読

んだりボーッと過

ごしたりできます

よ。リラックスのための空間として自由にご利用く

ださい。

■期間／ 7月 16 日（木）～ 26日（日）

　保存期間が過ぎた雑誌を無料で提供します（先着

順）。

■配布日時／ 7月 1日（水）午前 9時～

　図書館では貸出用バッグを用意しています。この

バッグは、皆さんが気持ちよく使えるように洗って

いますので安心してお使いください。もしご自宅に

不要な貸出用バッグがある場合は、返却をお願いし

ます。

後藤麻夫さんの造形作品展
　ハリウッド映画

界で活躍された綾

町在住の造形作家・

後藤麻夫さんの迫

力満点の作品をご

覧ください。

■展示期間／ 7月 28 日（火）～ 8月 9日（日）

■場所／中央フロア

夜の図書館
　いつもとは違う雰

囲気の夜の図書館で

のおはなし会です。

　怖いおはなしや楽

しいおはなしがいっ

ぱい。ぜひご来館く

ださい。

■日時／ 8月 5日（水）午後6時 30分～ 7時 10分

■場所／学習・視聴覚室

■参加方法／ 7月 21 日（火）～ 8月 2日（日）の

期間に電話かカウンターでお申し込みください

7月のイベント

お持ち帰りください

貸出用バッグについて

８月のイベント告知

毎週月曜日7月の休館日

おすすめの本

[ 一般書 ]
○誤解だらけの明智光秀
○旧国名でみる日本地図帳
○麴本
○伝説の家政婦 志麻さんがうちに来た
○木曜日にはココアを
○誘拐屋のエチケット　　　　　　　　　　
○いかがなものか　　　　　

[ 児童書 ]
○足のうらずかん
○火も包丁も使わない！安心・安全クッキング
○みんなでもりあがる！学校クイズバトル
○紙ひこうき、きみへ　　　　　　　　　　　
○ドーナツの歩道橋　　　　　　　　　　
○あいちゃんのひみつ
○とりあえずありがとう
○ぱぱんがパン！

※ほかにもたくさんの本が入っています

青山　美智子／著
横関　大／著

群　ようこ／著

野中　柊／著
升井　純子／著

おはなし会　　
■日時／毎週土曜日の午後2時～ 2時 30分

子ども映写会（毎月第 3 土曜日）
■日時／7月 18日（土）
　　　　午後2時 45分～ 3時 40分
■上映作品／「学校の怪談　恐怖の学校編」

※23日（木）、24日（金）は祝日開館します

※新型コロナウイルス感染症の影響による行事変更　

などの情報は、ホームページで随時お知らせします

　http://www.aya-lib.jp
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一
般
寄
付

寄
付
者
／
物
品
（
地
区
名
）　
　

松
元　

安
光
／
野
菜
（
中
堂
）

福
山
美
代
子
／
野
菜
（
杢
道
）

川
﨑　

信
一
／
野
菜
（
倉
輪
）

江
坂
設
備
工
業
㈱　

代
表
取
締
役　

鳥
山　

貴
生
／
金
一
封
（
宮
崎
市
）

㈲
ヤ
マ
ト
電
工　

取
締
役　

山
元　

勲
／
金
一
封
（
立
町
）

忌
明
寄
付

寄
付
者
／
物
故
者
（
地
区
名
）

猪
野　

守
／
順
子
（
立
町
）

津
上　

和
実
／
キ
ヌ
ヱ
（
南
麓
）

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
感
謝
し
ま
す

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会（
5
月
1
日
～
31
日
受
付
分
）

マスクの寄贈

車いすの寄贈

　ＪＡ綾町女性部が新型コ
ロナウイルスの感染防止
にと、綾小学校1年生74人
に手作り布マスクを贈りま
した。1年生は大きな声で
「大切に使います。ありが
とうございます」とお礼の
言葉を伝えました。

　国際ソロプチミスト宮崎
‐たまゆら（池村かずよ会
長）から、同会の創立20周
年を記念して車いす6台が
寄贈されました。車いすは
地域福祉の向上ために、役
場や社会福祉協議会などで
活用しています。

「新しい生活様式」の熱中症予防ポイント
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、「身体的距離をとること」「マスクの着用」「3密（密集・密
接・密閉）を避けること」などの新しい生活様式が求められています。新しい生活様式を実践しなが
ら、熱中症を予防しましょう。特に、高齢者や子ども、障がい者は熱中症になりやすいので注意をお
願いします。

・エアコンを使いましょう
・窓を開けたり換気扇を使ったりして換気をし
ながら、エアコンの温
度を調節しましょう
・涼しい服装にしましょ
う
・特に暑い日や熱い時間
帯は無理をしないよう
に気を付けましょう

・気温・湿度が高い中でのマスク着用は要注意
です
・屋外で人と十分な距離が
とれる場合はマスクを外
しても構いません
・マスクを着けているとき
は、負荷のかかる作業や
運動を避けましょう

・のどが渇く前に水分を
補給しましょう
・1 日当たり 1.2 リット
ルが目安です
・大量に汗をかいたとき
は塩分補給も忘れずに

・日ごろから体温測定や健康チェックをしま
しょう
・体調が悪いと感じたときは無理せず自宅で静
養してください

・適度な運動を取り入れましょう
・水分補給をしながら運動しましょう
・ややきついと感じる強度で毎日 30分程度の
運動がおすすめです

暑さを避けましょう

適宜マスクを外しましょう

こまめに水分補給をしましょう

日ごろから健康管理をしましょう

暑さに備えた体づくりをしましょう
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くらしの情報［ 7 月 ］
　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
あ
っ

せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
申

し
出
が
あ
っ
た
農
地
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

な
お
、
農
地
を
購
入
す
る
場
合

に
は
譲
り
受
け
の
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
７
月
10
日
（
金
）

ま
で
に
各
地
区
の
農
業
委
員
・
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
あ
っ
せ
ん
す
る
農
地
／
田
53

ア
ー
ル
（
上
畑
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
77
‐
０
１
０
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
の
た
め
、
例
年
、
夏
休
み
期

間
中
に
行
っ
て
い
た
幼
児
プ
ー
ル

の
無
料
開
放
は
中
止
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

て
る
は
ド
ー
ム
☎
77
‐
１
１
１
５

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
前
日
ま

で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
水
質
検
査
日
／
７
月
28
日（
火
）

◎
検
査
手
数
料
／
５
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

令
和
２
年
度
の
代
表
者
は
次
の

と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

・・
高
年
者
ク
ラ
ブ
／
青
山
辰
男

・・
壮
年
会
連
絡
協
議
会
／
晋
忠
美

・・
女
性
連
絡
協
議
会
／
野
村
美
智

子
・・
青
年
団
連
絡
協
議
会
／
藤
田
浩

史
郎

・・
Ｓ
Ａ
Ｐ
会
議
／
前
平
紘
希

・・
商
工
青
年
部
／
淵
上
龍
太

・・
商
工
女
性
部
／
篠
原
和
子

・・
子
ど
も
会
指
導
員
連
絡
協
議
会

／
山
元
光
子

・・
綾
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
松
浦
光
宏

・・
綾
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
森
山
康
彦

・・
農
協
青
年
部
／
大
正
善
弐

・・
農
協
女
性
部
／
児
玉
道
子

・・
若
人
協
議
会
「
や
ま
び
こ
」
／

大
迫
景
次
郎

■
問
い
合
わ
せ
先
／

社
会
教
育
課
☎
77
‐
１
１
８
３

　

敬
老
年
金
の
贈
呈
は
今
年
度
か

ら
口
座
振
替
で
行
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
が
、
口
座
を
登
録
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
案
内
に
同
封
し
た
文

書
「
敬
老
年
金
の
振
込
口
座
の
確

認
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
は
令
和
２
年
９

月
１
日
時
点
で
80
歳
以
上
の
人
で
、

令
和
２
年
６
月
１
日
～
９
月
１
日

ま
で
綾
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

福
祉
保
健
課
☎
77
‐
１
１
１
４

　

妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に

感
染
す
る
と
、
出
生
児
が
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
（
眼
や
心
臓
、
耳

な
ど
に
障
害
が
出
る
）
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

公
的
な
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
次
の
対
象
者
は
、

無
料
で
抗
体
検
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。検
査
の
結
果
、抗
体
値
が
基
準

よ
り
低
い
場
合
は
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
象
者

の
う
ち
令
和
２
年
６
月
１
日
以
降

に
綾
町
に
転
入
し
、
転
入
前
に
検

査
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
／
昭
和
37
年
４
月
２
日
～

54
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男

性
（
令
和
元
年
度
に
検
査
を
受

け
た
人
は
除
く
）

◎
実
施
期
間
／
令
和
３
年
３
月
31

日
（
水
）
ま
で

◎
受
診
方
法
／
事
前
に
医
療
機
関

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）に
問
い
合
わ
せ
し
、健

康
保
険
証
な
ど
住
所
と
氏
名
を

確
認
で
き
る
も
の
と
ク
ー
ポ
ン

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先
／

健
康
セ
ン
タ
ー
☎
77
‐
０
１
９
５

　

町
内
の
中
小
企
業
を
対
象
に
、

従
業
員
の
福
祉
増
進
や
町
内
に
お

け
る
雇
用
促
進
を
図
る
た
め
退
職

共
済
の
新
規
加
入
を
助
成
し
ま
す
。

◎
要
件
／

・・
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
た
加

入
す
る
従
業
員
で
あ
る
こ
と

・・
加
入
す
る
被
共
済
者
は
町
内
に

居
住
し
住
民
登
録
を
し
て
い
る

こ
と

◎
補
助
期
間
／
加
入
月
か
ら
３
年

間
（
平
成
29
年
５
月
加
入
か
ら

対
象
）

◎
補
助
金
の
限
度
額
／
掛
金
月

額
５
千
円
の
２
分
の
１
（
年
間

３
万
円
）

※
短
時
間
労
働
者
の
場
合
は
掛
金

月
額
２
千
円
の
２
分
の
１
（
年

間
１
万
２
千
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／

産
業
観
光
課
☎
77
‐
３
４
６
４

　

60
歳
以
上
で
自
宅
で
の
生
活
が

不
安
な
人
、
身
体
機
能
の
低
下
に

よ
り
食
事
作
り
な
ど
が
困
難
な
人

を
対
象
に
、
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
い
条
件
な
ど
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

ケ
ア
ハ
ウ
ス
う
る
お
い
の
里

☎
77
‐
３
０
６
６

　

綾
北
川
は
、上
流
に
あ
る
第
一
・

第
二
発
電
所
の
発
電
の
出
力
変
動

農
地
の
あ
っ
せ
ん

水
質
検
査

幼
児
プ
ー
ル
開
放（
中
止
）

敬
老
年
金
に
つ
い
て

ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
居
者
募
集

お
知
ら
せ

風
し
ん
抗
体
検
査

予
防
接
種（
無
料
）

民
主
団
体
の
代
表
者
が

決
ま
り
ま
し
た

中
小
企
業
退
職
共
済
の

新
規
加
入
を
助
成
し
ま
す

水
位
の
変
化
に
注
意
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に
伴
い
放
流
さ
れ
る
水
量
が
増
減

し
ま
す
。
発
電
所
が
あ
る
河
川
の

下
流
で
は
、
天
候
に
か
か
わ
ら
ず

水
量
・
水
位
が
急
変
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
河
川
に
立
ち
入

る
場
合
は
、
水
位
の
変
化
に
十
分

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
企
業
局
工
務
課

☎
26
‐
９
７
６
３

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
と
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
は
、
７
月
14

日
（
火
）
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て

７
億
円
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

は
１
等
１
千
万
円
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
購
入
も
で
き
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

◎
販
売
期
間
／
８
月
14
日
（
金
）

ま
で（

宮
崎
県
市
町
村
振
興
協
会
）

　

マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
感
染
す
る
重
症
熱
性
血
小

板
減
少
症
候
群（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）が
増

え
る
季
節
で
す
。
山
や
草
む
ら
に

入
る
と
き
は
次
の
こ
と
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
帰
宅
後
は
、

衣
服
を
家
の
外
で
は
た
き
マ
ダ
ニ

を
家
の
中
に
持
ち
込
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
体
に
マ
ダ
ニ
が

付
い
て
い
な
い
か
確
認
し
、
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び
て
吸
着
前
に
除
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

・・
つ
ば
の
あ
る
帽
子
を
か
ぶ
る

・・
首
に
タ
オ
ル
を
巻
く
か
ハ
イ

ネ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
を
着
る

・・
化
学
繊
維
な
ど
ダ
ニ
が
付
き
に

く
い
素
材
の
服
を
着
る

・・
シ
ャ
ツ
の
そ
で
口
を
軍
手
の
中

に
入
れ
、
す
そ
は
ズ
ボ
ン
の
中

に
入
れ
る

・・
ズ
ボ
ン
の
す
そ
に
靴
下
を
か
ぶ

せ
靴
の
中
に
入
れ
る

（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　

除
草
剤
を
使
っ
て
い
る
田
畑
や

水
路
が
あ
る
と
い
う
通
報
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

綾
町
は
自
然
生
態
系
農
業
の
推

進
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
30
年

を
迎
え
ま
し
た
。
環
境
破
壊
や
汚

染
が
憂
慮
さ
れ
る
中
、
ふ
る
さ
と

の
豊
か
な
自
然
を
残
そ
う
と
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。
労
働
力
不
足

な
ど
の
理
由
で
耕
作
放
棄
地
が
増

え
、
農
地
管
理
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
が
、

「
自
然
と
共
生
す
る
」と
い
う
ま
ち

の
理
念
と
条
例
の
趣
旨
を
重
ん
じ
、

土
壌
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

農
林
振
興
課
☎
77
‐
０
１
０
０

　　

こ
の
時
期
は
、
業
者
が
各
家
庭

を
訪
問
し
、
下
水
・
排
水
設
備
の

点
検
を
勧
め
る
と
い
う
事
例
が
増

え
ま
す
。

　

役
場
が
業
者
に
戸
別
訪
問
点
検

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
安
を
あ
お
ら
れ
た
り
、
せ
か
さ

れ
た
り
し
て
も
、
そ
の
場
で
契
約

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も

し
必
要
な
契
約
で
あ
っ
て
も
即

断
・
即
決
は
せ
ず
、
必
ず
誰
か
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
綾

町
の
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎
綾
町
の
人
権
擁
護
委
員

早
川
ゆ
り
、
谷
口
秀
典
、
中
薗

兼
次

◎
次
回
の
特
設
相
談
／
８
月
21
日

（
金
）
綾
町
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先
／

町
民
生
活
課
☎
77
‐
３
４
６
６

　

宮
崎
地
方
法
務
局
で
の
人
権
相

談
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
電
話
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
０
５
７
０
）
０
０
３
１
１
０

h
ttp
s://w

w
w
.jin
ken
.go
.jp
/

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
が
長
期
化
す
る
こ
と
に

伴
い
、「
心
の
ケ
ア
」
相
談
窓
口
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
保
健
師
や
心

理
士
が
対
応
し
ま
す
。

◎
主
な
対
象
／

・・
感
染
症
患
者
や
そ
の
家
族

・・
医
療
従
事
者

・・
休
校
な
ど
の
影
響
で
子
育
て
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人

・・
感
染
症
に
よ
り
で
生
活
や
仕
事

に
影
響
が
出
て
い
る
人

◎
相
談
窓
口
／
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
27
‐
５
６
６
３

◎
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
県
障
が
い
福
祉
課
）

　

国
が
設
置
し
て
い
る
無
料
の
経

営
相
談
所
「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」

は
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
悩
み

くらしの情報［ 7 月 ］

下
水
・
排
水
設
備
の

点
検
商
法
に
注
意
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

心
の
ケ
ア
相
談

経
営
相
談
は

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
へ

相　

談

除
草
剤
の
使
用
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
紹
介

常
駐
人
権
相
談
所

マ
ダ
ニ
に
注
意

お
願
い

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

発
売
中
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くらしの情報［ 7 月 ］

に
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
相
談
は
土
・
日
・
祝
日
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
持
続
化
給
付

金
の
相
談
も
可
能
で
す
。

◎
受
付
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
、
土
・

日
・
祝
日
の
午
前
10
時
～
午
後

５
時

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先
／

県
産
業
振
興
機
構
内
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
☎
74
‐
０
７
８
６

　

７
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

綾
町
消
防
操
法
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

総
務
税
政
課
☎
77
‐
１
１
１
２

　

７
月
19
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
綾
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
77
‐
１
１
８
３

　

多
年
草
の
植
栽
に
よ
る
自
然
体

な
風
景
を
生
み
出
す
花
壇
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
ど
な

た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

◎
日
時
／
７
月
23
日
（
木
・
祝
）

午
前
10
時
開
始

◎
場
所
／
綾
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ガ
ー
デ

ン
錦
原
（
馬
事
公
苑
南
西
）

◎
内
容
／
多
年
草
花
壇
の
観
察
と

手
入
れ

◎
持
参
す
る
も
の
／
移
植
ご
て
、

園
芸
用
手
袋
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

運
動
靴
ま
た
は
長
ぐ
つ

※
事
前
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
☎
77
‐
３
４
６
７

　

昆
虫
の
不
思
議
な
生
態
に
つ
い

て
の
お
話
し
や
昆
虫
採
集
の
方
法

の
紹
介
、
標
本
づ
く
り
の
練
習
を

行
い
ま
す
。
で
き
た
標
本
は
持
ち

帰
れ
ま
す
。
４
回
開
催
し
ま
す
の

で
希
望
日
時
を
ひ
と
つ
決
め
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
／
小
・
中
・
高
校
生

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要

◎
定
員
／
各
回
20
人
（
先
着
順
）

◎
開
催
日
と
時
間
／

　

７
月
25
日
（
土
）

①
午
前
９
時
30
分
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

８
月
１
日
（
土
）

③
午
前
９
時
30
分
～
正
午

④
午
後
１
時
30
分
～
４
時

◎
場
所
／
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
研
修
室

◎
参
加
料
／
標
本
づ
く
り
の
材
料

代
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

☎
77
‐
３
４
８
２

　

人
材
を
求
め
る
県
内
企
業
と
県

内
で
の
就
職
希
望
者
の
出
会
い
の

場
と
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
企
業
説
明
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

約
50
社
の
参
加
企
業
が
採
用
情

報
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配

信
し
、
参
加
者
は
チ
ャ
ッ
ト
で
質

問
が
で
き
る
説
明
会
で
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
参
加

で
き
ま
す
。
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
申
し
込
む
と
、
視
聴
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ

が
届
き
ま
す
。
参
加
無
料
。

◎
開
催
日
時
／
７
月
25
日
（
土
）

～
26
日
（
日
）
午
前
11
時
～
午

後
５
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先
／

県
雇
用
労
働
政
策
課

☎
26
‐
７
１
０
５

綾
の
歴
史
展

◎
期
間
／
７
月
１
日
（
水
）
～
27

日
（
月
）
午
前
９
時
～
午
後
５

時
◎
内
容
／
明
治
22
年
の
町
村
制
施

行
か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
歴
史

的
な
節
目
を
振
り
返
り
ま
す

お
知
ら
せ

「
綾
の
む
か
し
話
」、
方
言
集
「
綾

言
葉
」、綾
町
出
身
者
の
戦
争
体
験

を
つ
づ
っ
た
「
２
度
と
戦
争
ど
ん

す
る
む
ん
じ
ゃ
ね
」
を
販
売
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館
☎
30
‐
７
２
７
０

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報

消
防
操
法
大
会（
中
止
）

綾
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り（
中
止
）

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

子
ど
も
昆
虫
教
室

Ｗ
Ｅ
Ｂ
企
業
説
明
会

花
壇
づ
く
り
講
座

夏の交通安全県民総ぐるみ運動
期間／７月11日（土）～20日（月）

重点目標
①子どもと高齢者の交通事故
　を防止しましょう
②脇見・ぼんやりなどの漫然
　運転を追放し歩行者優先の
　運転をしましょう
③すべての座席のシートベル
　ト・チャイルドシートの正
　しい着用を徹底しましょう
④飲酒運転は絶対にやめましょう
⑤自転車を安全に利用し、自転車保険に加入しましょう

■問い合わせ先／町民生活課 ☎７７－３４６５
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